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第
37
普
通
科
連
隊
は
、
令
和
８
年
１
月
19
日
か
ら
25
日
ま
で

の
間
実
施
さ
れ
た
、
令
和
７
年
度
方
面
隊
災
害
対
処
訓
練
「
07

南
海
レ
ス
キ
ュ
ー
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

本
訓
練
は
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
を
見
据
え
、
災
害
対
処

能
力
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
じ
後
の
災
害
対
策
に
資
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

連
隊
は
、
道
路
の
寸
断
等
が
発
生
し
た
状
況
で
も
速
や
か
に

各
活
動
拠
点
へ
到
着
で
き
る
よ
う
複
数
の
経
路
を
偵
察
し
な
が

ら
機
動
展
開
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
円
滑
な
人
命
救
助
活

動
が
実
施
で
き
る
よ
う
被
害
想
定
地
域
を
車
両
や
徒
歩
で
現
地

確
認
す
る
と
と
も
に
、
各
自
治
体
と
調
整
を
行
い
ま
し
た
。

第
２
中
隊
及
び
施
設
作
業
小
隊
は
、
和
歌
山
県
白
浜
町
に
お

い
て
、
大
規
模
土
砂
災
害
の
想
定
で
土
砂
・
倒
木
に
巻
き
込
ま

れ
た
配
電
設
備
の
保
安
処
置
（
電
線
の
切
断
に
よ
る
地
絡
の
対

処
）
の
支
援
等
や
、
各
種
機
関
と
相
互
に
連
携
し
た
道
路
啓
開

訓
練
を
実
施
し
、
現
場
対
処
能
力
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
第
５
中
隊
は
近
畿
管
区
警
察
局
警
察
学
校
に
お
い

て
、
学
校
施
設
を
利
用
し
、
特
に
倒
壊
家
屋
か
ら
の
救
出
救
助

活
動
に
つ
い
て
演
練
し
、
専
門
的
知
識
を
共
有
し
、
連
携
を
強

化
し
ま
し
た
。

加
え
て
、
衛
生
小
隊
は
、
南
紀
白
浜
旧
滑
走
路
地
域
に
お
い

て
、
和
歌
山
県
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
（
災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
）
、
第
３

後
方
支
援
連
隊
衛
生
隊
及
び
第
３
飛
行
隊
と
連
携
し
、
Ｓ
Ｃ
Ｕ

（
広
域
搬
送
拠
点
）
で
の
患
者
治
療
・
後
送
要
領
等
に
つ
い
て

訓
練
を
実
施
し
、
救
護
支
援
態
勢
を
強
化
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

そ
の
ほ
か
、
ヘ
リ
か
ら
の
ホ
イ
ス
ト
に
よ
る
人
命
救
助
訓
練

や
海
上
輸
送
群
の
Ｌ
Ｃ
Ｕ
（
に
ほ
ん
ば
れ
）
へ
の
車
両
等
の
搭

載
検
証
訓
練
に
参
加
す
る
と
と
も
に
、
担
任
隊
区
の
公
共
施
設

や
学
校
に
お
い
て
装
備
品
展
示
や
人
命
救
助
訓
練
展
示
等
の
広

報
活
動
を
行
い
、
募
集
広
報
及
び
自
衛
隊
へ
の
理
解
獲
得
と
防

災
意
識
の
向
上
に
努
め
ま
し
た
。

大
規
模
災
害
の
発
生
直
後
に
、
救
助
部

隊
や
物
資
輸
送
車
等
が
通
行
で
き
る
よ
う

が
れ
き
の
撤
去
や
段
差
修
正
等
を
迅
速
に

行
い
、
最
低
限
の
道
路
機
能
を
確
保
す
る

作
業
で
す
。

道
が
な
け
れ
ば
、
医
療
も
水
も
食
料
も

届
き
ま
せ
ん
。

そ
の
生
命
線
を
切
り
開
く
の
が
「
道
路
啓

開
」
で
す
。

東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
も
、
「
く
し

の
歯
作
戦
」
の
道
路
啓
開
に
よ
っ
て
、
数

日
の
う
ち
に
多
く
の
ル
ー
ト
が
確
保
さ
れ

自
衛
隊
や
支
援
物
資
が
沿
岸
部
ま
で
到
達

多
く
の
孤
立
状
態
が
解
消
さ
れ
ま
し
た
。

道
路
啓
開
と
は
？

物量投下 

道路啓開 

装備品展示 

救助訓練展示 DMATとの共同訓練 

令和７年度南海レスキュー

患者輸送 

機動展開 

ど
う
ろ
け
い
か
い
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師団統制教育訓練基盤構築

令
和
8
年
1
月
14
日
か
ら
22
日
ま
で
の
間
、
信
太
山
演
習
場
に

お
い
て
実
施
さ
れ
た
師
団
統
制
教
育
訓
練
基
盤
構
築
に
、
第
37
普

通
科
連
隊
（
担
任
官 

第
37
普
通
科
連
隊
長
）
の
ほ
か
、
第
３
施

設
大
隊
、
第
３
普
通
科
直
接
支
援
中
隊
及
び
第
３
飛
行
隊
が
参
加

し
ま
し
た
。

本
事
業
は
、
訓
練
基
盤
の
維
持
・
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
演

習
場
の
長
期
安
定
使
用
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

作
業
開
始
に
先
立
っ
て
、
各
種
施
設
機
材
の
取
り
扱
い
や
、
機

材
使
用
時
の
安
全
距
離
等
に
つ
い
て
安
全
教
育
を
行
い
、
ま
た
、

作
業
間
は
安
全
係
の
配
置
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
使
用
時
の
防
護
具
着

用
の
確
行
等
、
安
全
管
理
の
徹
底
に
努
め
ま
し
た
。

隊
員
は
、
演
習
場
内
の
除
草
や
枯
れ
木
等
の
伐
採
を
は
じ
め
、

市
街
地
訓
練
場
予
定
地
の
整
地
、
敷
均
し
作
業
、
信
太
山
基
本
射

場
の
安
全
確
保
と
機
能
向
上
を
図
る
た
め
の
整
備
に
従
事
し
ま
し

た
。
そ
の
際
、
リ
ー
ス
機
材
（
バ
ッ
ク
ホ
ー
（
シ
ョ
ベ
ル
用
草
刈

り
機
）
、
ラ
ジ
コ
ン
式
草
刈
り
機
）
を
活
用
し
、
計
画
的
か
つ
効

率
的
に
工
程
を
推
進
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
老
朽
化
し
た
道
路
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
補
修
も
実
施
し

訓
練
効
率
の
向
上
、
演
習
場
の
長
期
安
定
使
用
を
可
能
に
す
る
整

備
に
努
め
ま
し
た
。

今
後
、
訓
練
基
盤
の
整
っ
た
信
太
山
演
習
場
で
さ
ら
に
質
の
高

い
訓
練
を
実
施
し
、
任
務
に
邁
進
し
て
い
き
ま
す
。

BeforeAfter

リース機材の活用 市街地訓練場予定地 

安全教育 

連
隊
持
続
走
競
技
会

第
37
普
通
科
連
隊
は
、
令
和
７
年
12
月
10
日
、
連
隊
持
続
走
競

技
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

本
競
技
会
は
、
信
太
山
駐
屯
地
内
の
約
５
ｋ
ｍ
の
コ
ー
ス
に
お

い
て
、
任
務
遂
行
に
必
要
な
基
礎
体
力
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に

部
隊
の
団
結
及
び
士
気
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま

し
た
。

隊
員
た
ち
は
駐
屯
地
名
物
「
地
獄
坂
」
を
３
回
通
る
コ
ー
ス
に

苦
痛
に
満
ち
た
表
情
を
浮
か
べ
な
が
ら
も
、
中
隊
の
勝
利
の
た
め

日
ご
ろ
の
練
成
成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
、
そ
れ
ぞ
れ
全
力
を
尽

く
し
ま
し
た
。

結
果
、
中
隊
全
隊
員
の
平
均
タ
イ
ム
で
競
う
「
団
体
の
部
」
に

お
い
て
、
本
部
管
理
中
隊
が
２
位
の
第
４
中
隊
に
26
秒
の
差
を
つ

け
て
優
勝
し
、
２
連
覇
を
果
た
し
ま
し
た
。

アスファルト補修 射場整備 

駐屯地名物「地獄坂」 

団体の部表彰 個人の部表彰 

熾烈な戦いを繰り広げる隊員たち 

競技開始直前
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第４次中隊等訓練検閲

第
37
普
通
科
連
隊
は
、
令
和
８

年
２
月
９
日
か
ら
12
日
ま
で
の
間

日
本
原
演
習
場
に
お
い
て
、
第
４

中
隊
、
第
５
中
隊
及
び
重
迫
撃
砲

中
隊
の
訓
練
検
閲
を
実
施
し
ま
し

た
。本

検
閲
は
、
Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｔ
（
師
団

諸
職
種
協
同
訓
練
）
の
訓
練
基
盤

を
活
用
し
、
戦
況
の
推
移
に
応
じ

た
各
級
指
揮
官
の
状
況
判
断
、
部

隊
の
基
本
的
行
動
及
び
隊
員
の
基

礎
動
作
に
つ
い
て
、
各
部
隊
の
教

育
訓
練
の
成
果
を
評
価
す
る
と
と

も
に
、
そ
の
進
歩
向
上
を
促
す
こ

と
を
目
的
に
実
施
し
ま
し
た
。

訓
練
開
始
に
あ
た
り
、
統
裁
官

（
第
37
普
通
科
連
隊
長
）
は
、

「
部
隊
間
・
隊
員
相
互
の
協
同
・

連
携
」
「
損
耗
の
局
限
」
「
健
康

管
理
・
安
全
管
理
」
の
３
点
を
要

望
し
、
「
各
部
隊
・
各
隊
員
が
更

に
練
度
を
向
上
さ
せ
、
安
全
か
つ

確
実
に
、
任
務
を
遂
行
で
き
る
部

隊
へ
前
進
す
る
と
と
も
に
、
各
中

隊
長
を
核
心
に
部
隊
が
団
結
し
て
、

任
務
を
完
遂
す
る
こ
と
を
期
待
す

る
」
と
述
べ
た
。

訓
練
期
間
中
、
寒
波
の
影
響
に

よ
り
演
習
場
一
帯
は
雪
で
覆
わ
れ

一
面
銀
世
界
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
気
象
条
件
の

も
と
、
隊
員
た
ち
は
、
過
酷
な
状

況
に
直
面
し
な
が
ら
も
、
各
級
指

揮
官
の
適
時
適
切
な
指
揮
の
も
と

全
隊
員
が
士
気
高
く
、
一
致
団
結

し
て
無
事
に
任
務
を
完
遂
し
ま
し

た
。

重迫中隊 優秀隊員第４中隊 優秀隊員

第
４
中
隊

第
５
中
隊

重
迫
中
隊

各
中
隊

フ
ォ
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

坂本士長
１分隊機関銃手

上井士長
射撃指揮班通信手

田中３曹
算定陸曹

藤原３曹
算定陸曹

第５中隊 優秀隊員

有本２曹
訓練陸曹

橋本３曹
直轄斥候

藤井３曹
１分隊小銃手

松ケ迫１士
２分隊小銃手

池田士長
３分隊砲手

倉橋士長
２分隊弾薬手

河野３曹
給与陸曹

池田士長
１分隊小銃手

保田１士
１分隊小銃手

河口士長
小隊本部弾薬手

河野３曹
測量陸曹

紀田１士
２分隊弾薬手

細井３曹
２分隊砲手

葉山３曹
３分隊砲手
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二
十
歳
の
集
い

信
太
山
駐
屯
地
は
、
令
和
８
年
１
月
10
日
、
今
年

度
二
十
歳
を
迎
え
る
隊
員
21
名
を
祝
福
す
る
た
め
、

「
二
十
歳
（
ハ
タ
チ
）
の
集
い
」
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

式
典
に
お
い
て
は
、
和
泉
市 

辻
宏
康
市
長
、
信
太

山
自
衛
隊
協
力
会 

深
阪
好
孝
会
長
か
ら
ご
祝
辞
を

賜
っ
た
ほ
か
、
会
食
時
に
は
各
協
力
団
体
の
方
々
か
ら

激
励
の
お
言
葉
を
頂
き
、
隊
員
た
ち
の
二
十
歳
の
門
出

に
華
を
添
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

二
十
歳
代
表
の
第
1
中
隊

松
井
１
士
は
「
連
隊
長

要
望
事
項
『
日
々
前
進
、
安
全
、
仲
間
を
大
切
に
す

る
』
を
合
言
葉
に
し
て
、
決
意
を
新
た
に
与
え
ら
れ
た

職
務
に
愚
直
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
」
と
決
意
の

言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

転
出
者

本
部
管
理
中
隊

３
尉

曽
我
隆
太

３
後
支

（
千
僧
）

２
曹

野
々
垣
泰
光

与
那
国
駐
業
（
与
那
国
）

３
曹

宮
崎
由
人

36
普
連

（
伊
丹
）

３
曹

佐
藤
真
理

35
普
連

（
守
山
）

第
１
中
隊

２
曹

前
田
昌
希

15
即
機

（
善
通
寺
）

３
曹

田
中
邦
浩

奄
美
警

（
瀬
戸
内
）

第
２
中
隊

２
尉

田
口
愉
宇
斗

幹
候
校

（
前
川
原
）

２
曹

武
市
任
大

１
空
挺
団

（
習
志
野
）

２
曹

河
野
勇
登

11
普
連

（
東
千
歳
）

第
３
中
隊

１
曹

湯
川
芳
史

大
阪
地
本

（
大
阪
）

第
４
中
隊

２
曹

松
本
和
宏

１
０
９
教
大
（
大
津
）

２
曹

安
樂
健
太

26
普
連

（
留
萌
）

２
曹

北
野
翔

八
重
山
警

（
石
垣
）

３
曹

佐
藤
翔
胡

35
普
連

（
守
山
）

第
５
中
隊

３
曹

黒
住
友
哉

２
水
機
連

（
相
浦
）

３
曹

段
渕
直
人

部
訓
評

（
滝
ヶ
原
）

重
迫
撃
砲
中
隊

２
曹

吉
原
正
樹

評
価
支
援
隊
（
北
富
士
）

業
務
隊

３
佐

治
村
広
明

阪
神
病
院

（
川
西
）

曹
長

森
田
哲
州

37
普
連

（
信
太
山
）

１
曹

芝
藤
和
人

大
阪
地
本

（
大
阪
）

１
曹

井
上
彰

大
阪
地
本

（
大
阪
）

２
曹

平
松
佑
造

豊
川
駐
業

（
豊
川
）

３
直
支

３
佐

日
向
野
真
沙
夫

１
０
４
全
支
（
朝
霞
）

３
曹

楠
目
学

14
後
支

（
善
通
寺
）

第
３
９
８
会
計
隊

３
曹

上
中
裕
貴

３
９
８
会
計
（
和
歌
山
）

第
３
１
８
基
通

３
尉

天
野
将
克

３
通
大

（
千
僧
）

連
隊
本
部

１
尉

田
﨑
順
一
郎

24
普
連

（
え
び
の
）

２
尉

入
鹿
英
洋

中
方
情
報

（
今
津
）

本
部
管
理
中
隊

２
尉

清
田
大
和

10
後
支

（
守
山
）

曹
長

森
田
哲
州

信
太
山
駐
業
（
信
太
山
） 

１
曹

木
曽
友
和

関
西
補
給
処
（
桂
）

１
曹

廣
瀬
瞬
一

大
阪
地
本

（
大
阪
）

１
曹

三
浦
陽
司

兵
庫
地
本

（
兵
庫
）

２
曹

志
賀
勝
善

評
価
支
援
隊
（
北
千
歳
）

２
曹

増
田
祥
明

奄
美
警

（
奄
美
）

２
曹

中
澤
仁

１
０
９
教
大
（
大
津
）

３
曹

竹
原
晃

４
曹
教

（
大
津
）

３
曹

梶
取
諒
太

水
機
戦
上
大
（
崎
辺
）

３
曹

小
林
幸
平

34
普
連

（
板
妻
）

３
曹

堀
川
健
太

水
機
後
支
大
（
相
浦
）

第
１
中
隊

１
尉

山
下
直
樹

９
師
司

（
青
森
）

３
曹

前
田
成
晴

３
曹
教

（
板
妻
）

３
曹

植
野
清
純

２
水
機
連

（
相
浦
）

３
曹

宮
川
海
羅

中
方
警
務

（
千
僧
）

第
２
中
隊

１
尉

小
泉
雄
次

幹
候
校

（
前
川
原
）

２
尉

上
野
慎
吾

奄
美
警

（
奄
美
）

１
曹

小
川
弘
明

大
阪
地
本

（
大
阪
）

２
曹

山
﨑
達
也

47
普
連

（
海
田
市
）

第
３
中
隊

曹
長

喜
美
田
俊
人

関
西
補
給
処
（
宇
治
）

２
曹

石
井
健
志

４
普
連

（
帯
広
）

第
４
中
隊

１
曹

西
原
美
満

八
尾
駐
業

（
八
尾
）

３
曹

村
上
和
之

３
飛

（
八
尾
）

３
曹

松
尾
一
成

25
普
連

（
遠
軽
）

３
曹

山
田
晃
平

中
即
連

（
宇
都
宮
）

第
５
中
隊

３
曹

水
野
裕
介

４
曹
教

（
大
津
）

３
曹

後
藤
厚
人

部
訓
評

（
滝
ヶ
原
）

３
曹

藤
井
翔
五

自
サ
防
隊

（
入
間
）

重
迫
中
隊

１
曹

武
儀
山
祥
起

１
空
挺
団

（
習
志
野
）

２
曹

大
野
賢

評
価
支
援
隊
（
北
千
歳
）

３
曹

河
野
聖
矢

西
部
情
報
隊
（
与
那
国
）

３
直
支

１
尉

濱
武
憲
市

３
後
支

（
千
僧
）

３
曹

三
木
芳
峻

中
方
後
支

（
善
通
寺
）

３
曹

姉
崎
大
貴

西
方
後
支

（
石
垣
）

令和７年度３月転出者転入者紹介

第
３
９
８
会
計
隊

曹
長

柳
澤
宏
幸

３
５
８
会
計
（
松
山
）

士
長

高
田
幸
之
介

14
普
連

（
金
沢
）

１
士

尾
崎
七
海

幹
候
校

（
前
川
原
）

第
３
１
８
基
通

２
尉

西
渕
亮
介

大
阪
地
本

（
大
阪
）

３
曹

仲
嶺
瑠
輝

中
基
シ
ス
通
（
市
ヶ
谷
）

転
入
者



（５）令和８年春号  しのだやま 第２２７号

連
隊
創
隊
64
周
年

記
念
行
事

第
37
普
通
科
連
隊
は
、
令
和
８
年
１
月

16
日
、
連
隊
創
隊
64
周
年
記
念
行
事
を
実

施
し
ま
し
た
。

本
行
事
は
、
隊
員
に
対
し
菊
水
連
隊
の

一
員
と
し
て
の
誇
り
と
伝
統
を
再
認
識
さ

せ
る
と
と
も
に
、
部
隊
の
団
結
・
規
律
の

強
化
及
び
士
気
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
中
隊
対
抗
で
隊
歌
コ
ン
ク
ー
ル
や

連
隊
ク
イ
ズ
大
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

隊
員
た
ち
は
、
各
中
隊
の
趣
向
を
凝
ら

し
た
隊
歌
や
、
連
隊
の
歴
史
に
関
す
る
ク

イ
ズ
で
、
笑
い
と
熱
気
に
包
ま
れ
、
隊
員

同
士
の
絆
を
よ
り
一
層
強
め
る
行
事
と
な

り
ま
し
た
。

和
歌
山
城
ク
リ
ー
ン
作
戦

【イベント内容】

●観閲式・観閲行進
●戦闘訓練展示

●子供広場
●格闘訓練展示
●装備品展示 etc.

今年の駐屯地記念行事は
４月２６日（日）開催予定です。

ホームページ InstagramX
（旧Twitter）

詳しくはHP、各SNS上
でお知らせします。

●高機動車体験搭乗 
●太鼓演舞・音楽演奏

告
知

第
37
普
通
科
連
隊
は
、
令
和
７
年
12
月
17
日
、

18
日
に
実
施
さ
れ
た
「
和
歌
山
城
ク
リ
ー
ン
作

戦
」
に
担
任
官
（
第
１
中
隊
長 

３
等
陸
佐 

満

尾
章
）
以
下
、
約
１
０
０
名
の
隊
員
が
参
加
し

ま
し
た
。

本
作
戦
は
、
歴
史
あ
る
和
歌
山
城
の
景
観
を

維
持
す
る
に
あ
た
り
、
普
段
、
清
掃
が
困
難
な

石
垣
の
除
草
、
天
守
閣
の
屋
根
等
に
付
着
し
た

ハ
ト
の
糞
の
除
去
及
び
瓦
等
の
保
護
整
備
を
生

地
訓
練
を
兼
ね
て
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

和
歌
山
市
長
を
は
じ
め
、
各
種
団
体
の
皆
様

や
和
歌
山
城
を
観
光
な
ど
で
訪
れ
て
い
た
方
々

か
ら
、
激
励
や
ご
声
援
を
い
た
だ
き
隊
員
は
士

気
高
く
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
隊
員
は
、
「
歴
史
的
遺
産
で
あ
り
、

和
歌
山
市
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
和
歌
山
城
の
保

護
活
動
に
寄
与
で
き
た
こ
と
は
大
変
光
栄
で

す
」
と
語
り
、
地
域
の
方
々
に
自
衛
隊
が
活
動

し
て
い
る
姿
を
直
接
み
て
も
ら
え
る
活
動
と
な

り
ま
し
た
。
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信太山自衛隊 協力会報

年
末
行
事

二
十
歳
の
集
い

堺
・絆
支
部
活
動
紹
介

令
和
７
年
12
月
20
日
、
信
太
山
駐
屯
地
に
お

い
て
執
り
行
わ
れ
た
年
末
行
事
を
共
催
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

開
式
に
先
立
ち
、
深
阪
会
長
よ
り
日
頃
か
ら

厳
し
い
訓
練
、
任
務
に
邁
進
し
て
お
ら
れ
る
隊

員
の
方
々
に
、
敬
意
と
感
謝
の
意
を
述
べ
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
隊
員
の
方
々
と
交
流
し
、
大
変

有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
、
１
年

を
締
め
く
く
る
に
ふ
さ
わ
し
い
行
事
と
な
り
ま

し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
微
力
な
が
ら
自
衛
隊
の
活
動

の
支
援
に
尽
力
い
た
し
ま
す
。

令
和
８
年
１
月
９
日
に
信
太
山
駐
屯
地
に
お
い
て

執
り
行
わ
れ
た
「
二
十
歳
の
集
い
」
に
来
賓
と
し
て

参
列
し
ま
し
た
。

令
和
７
年
度
中
に
二
十
歳
に
な
ら
れ
た
隊
員
21
名

に
対
し
、
協
力
会
を
代
表
し
て
深
阪
会
長
か
ら
激
励

の
言
葉
を
贈
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

式
典
後
に
、
駐
屯
地
食
堂
で
実
施
さ
れ
た
記
念
会

食
に
お
い
て
は
、
隊
員
と
顔
を
合
わ
せ
て
食
事
を
し

今
後
の
未
来
を
担
う
若
者
の
初
々
し
く
も
逞
し
い
姿

に
、
非
常
に
頼
も
し
く
感
じ
ま
し
た
。

令
和
7
年
11
月
3
日
に
、J-Green

堺
で
開
催
さ

れ
た
第
9
回
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
に

第
１
中
隊
と
第
４
中
隊
の
有
志
を
募
り
、
「
第
37
普

通
科
連
隊
」
と
「
自
衛
官
募
集
中
」
の
２
チ
ー
ム
で

参
加
、
現
在
２
連
覇
中
で
あ
り
、
３
連
覇
を
目
指
し

て
の
参
戦
と
な
り
ま
し
た
。

練
習
も
な
か
な
か
で
き
な
い
状
況
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
試
合
回
数
を
重
ね
る
ご
と
に
洗
練
さ
れ
て
い

き
、
決
勝
リ
ー
グ
で
は
、
毎
年
白
熱
し
た
試
合
を
繰

り
広
げ
て
い
る
ラ
イ
バ
ル
「
堺
市
消
防
」
と
の
戦
い

を
見
事
に
制
し
て
「
自
衛
官
募
集
中
」
チ
ー
ム
が
優

勝
を
果
た
し
、
３
連
覇
を
飾
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
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協力会旗を利用
されたい支部に
ついては、協力
会事務局までご
連絡ください。

協力会記事投稿のお願い

各支部の活動状況や各支部における役員交代等
ドシドシと情報提供をお願い致します。

信太山自衛隊協力会
新年互礼会

信
太
山
自
衛
隊
協
力
会
は
、
令
和
８
年
１
月
25

日
に
、
岸
和
田
グ
ラ
ン
ド
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
新

年
互
礼
会
を
挙
行
い
た
し
ま
し
た
。

今
年
も
開
式
に
先
立
ち
佐
藤
正
久
様
か
ら
、
戦

後
最
大
の
節
目
を
迎
え
て
い
る
国
外
情
勢
や
厳
し

い
募
集
環
境
の
状
況
、
隊
員
の
処
遇
改
善
等
に
つ

い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
、
自
衛
隊
の
活
動
や
防
衛

に
関
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
永
年
に
わ
た
り
地
域
住
民
に
対
す
る
防

衛
思
想
の
普
及
並
び
に
防
衛
意
識
の
高
揚
を
図
り

隊
員
へ
の
支
援
・
激
励
等
に
積
極
的
か
つ
献
身
的

に
ご
尽
力
さ
れ
た
支
部
及
び
協
力
会
会
員
に
対
し

深
阪
会
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
行
わ
れ
た
懇
親
会
に
お
い
て
は
、
伊

藤
司
令
を
は
じ
め
と
す
る
陸
上
自
衛
隊
の
方
々
、

協
力
会
各
支
部
が
所
在
す
る
地
域
の
各
首
長
、
並

び
に
国
政
・
府
政
に
て
ご
活
躍
中
の
協
力
会
員
含

む
議
員
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
盛
会
に
終

了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

岸
和
田
支
部

川
口

和
美

岡
谷

け
い
子

貝
塚
支
部

田
仲

一
仁

杉
本

豊

高
石
支
部

印
丸

裕
久

堺
・絆
支
部

近
藤

由
美

担
保

雅
美

協力会会長感謝状
受賞支部・受賞者紹介（敬称略）

堺
・絆
支
部

個
人
表
賞

最
優
良
支
部
表
賞 最優秀支部表彰を受けた堺・絆支部

個人表彰者 代表 田仲一仁氏
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大阪地方協力本部 阪南地区隊
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